
� 広報 2009年（平成21年）2月1�日【まちかど通信】

Vol.34

香
取
遺
産

　

古
墳
時
代
も
6
世
紀
ご
ろ
に

な
る
と
、
ヤ
マ
ト
王
権
は
各
地

の
有
力
首
長
を
国
造
に
任
命
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
を
治
め
さ

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。﹃
隋ず
い

書し
ょ

﹄
東と
う

夷い

伝で
ん

倭わ

国こ
く

の
条
に
は
国

造
治
下
の
国
が
1
2
0
あ
っ
た

と
さ
れ
て
お
り
、
6
世
紀
末
か

ら
7
世
紀
初
め
の
推
古
朝
ご

ろ
に
は
倭
や
ま
と
政
権
の
地
方
支
配
体

制
と
し
て
全
国
的
に
確
立
し
て

い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
千
葉
県

下
で
は
須す

恵え

国
造
、
馬ま

来く

田た

国

造
、
上か
み
つ
う
な
か
み

海
上
国
造
、
伊い

甚じ
み

国
造
、

武む

社さ

国
造
、
菊き
く

麻ま

国
造
、
阿あ

波わ

国
造
、
印い
ん

波ば

国
造
、
下
海
上
国

造
、
千
葉
国
造
の
存
在
が
文
献

か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
す
。当
時
、

香
取
地
区
の
大
半
は
下
海
上
国

造
の
統
治
下
に
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

昭
和
38
年
11
月
小
見
川
地

区
の
城
山
で
、
県
立
小
見
川
高

等
学
校
の
建
設
工
事
に
先
立
ち

一
基
の
前
方
後
円
墳
の
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
長

70
m
、
墳
頂
部
に
は
円え
ん

筒と
う

ハ
ニ

ワ
、
中
段
に
は
人
物
、
馬
、
家

な
ど
の
ハ
ニ
ワ
列
を
め
ぐ
ら
し

て
い
ま
し
た
。
主
体
部
は
自
然

石
を
積
み
あ
げ
た
全
長
6
m
の

横
穴
式
石
室
で
遺
骸
を
安
置
す

る
玄げ
ん

室し
つ

︵
長
さ
４．５
m
、
幅
１．３

～
1.7
m
︶
か
ら
環か
ん

頭と
う

大た

刀ち

、
頭か
ぶ

椎つ
ち

大
刀
、
円
頭
大
刀
、
鹿ろ
っ

角か
く

装そ
う

刀と
う

子す

そ
の
他
の
鉄
刀
類
、
鉄

鏃
、
衝し
ょ
う
か
く
つ
き
か
ぶ
と

角
付
冑
、
挂け
い

甲こ
う

、
鉄て
つ

地じ

金こ
ん

銅ど
う

張ば
り

鞍く
ら

金
具
・
杏ぎ
ょ
う
よ
う葉

・
鏡か
が
み
い
た板

付
轡く
つ
わ

・
雲う

珠ず

、
壺つ
ぼ
あ
ぶ
み鐙

、
銀
製

空う
つ
ろ
だ
ま玉

、
金
銅
製
耳じ

環か
ん

、
銀
製
耳

環
、
金
銅
製
鈴
、
金
銅
製
冠
、

三さ
ん

角か
く

縁ぶ
ち

神し
ん
じ
ゅ
う
き
ょ
う

獣
鏡
な
ど
、
多
く
の

武
器
、
武
具
、
馬
具
、
装
身
具

類
が
出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
、

木
棺
材
と
思
わ
れ
る
分
厚
い
板

片
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
遺
骸

「城
じょうやま

山一号墳」

下
しもつ

海
うなか

上
みのく

国
にのみ

造
やつこ

の奥
お く

津
つ き

城

　皆さんに読んでほしい小
説やエッセイ、旅行記や絵
本など、バラエティーに富
んだ本を紹介します。

は
、
多
く
の
副
葬
品
と
と
も
に

木
棺
に
納
め
ら
れ
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

武
器
や
武
具
、
ハ
ニ
ワ
な
ど

の
型
式
か
ら
、
古
墳
の
築
造
年

代
は
6
世
紀
末
ご
ろ
で
、
そ
の

後
、
追
葬
が
7
世
紀
初
め
ご

ろ
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。

　

墳
丘
の
ハ
ニ
ワ
列
、
石
室
の

規
模
、
副
葬
品
の
質
・
量
な
ど

か
ら
み
て
、
こ
の
古
墳
の
被
葬

者
は
下
海
上
国
造
も
し
く
は
国

造
一
族
の
有
力
者
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
す
。

　

古
墳
は
調
査
後
消
滅
し
ま
し

た
が
、
出
土
遺
物
は
昭
和
44
年

4
月
に
﹁
城
山
一
号
墳
出
土

品
﹂
と
し
て
県
指
定
有
形
文
化

財
︵
考
古
資
料
︶
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
香
取
市
文
化

財
保
存
館
で
常
設
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

BOOK
今月のおすすめ

松本紘斉のよく効く梅百科
　体にプラスになる、伝統食品
の梅について、さまざまな加工
法、調理法を紹介。また、梅の
効用や美容法、栽培法にいたる
まで、この1冊で梅のすべてが
わかる、使いやすい実用百科。

梅百科　品種・効用・料理
　今から2000年前に書かれたと
言われる中国の薬書『神農本草
経』の中で、すでに梅の効用に
ついて説かれている。日本にお
ける1500年におよぶ梅の歴史を
顧みると、その英知には今更な
がら驚くばかり。梅の歴史から、
効用、品種、名所、食べ方、美
術品などを紹介する、ポケット
版梅百科。

ＮＨＫ趣味の園芸　ウメ
　　　　　　　　大坪孝之／著
　美しい花を咲かせ、果実も楽
しめるウメ。じょうずな剪定の
ほか、つぎ木、さし木など、育
てる楽しみを解説。1月から12
月まで各月の管理と作業のすべ
てをわかりやすく説明した、初
心者向けの園芸書。

ウメの絵本
　　　　　　　　吉田雅夫／編
　　　　　　　水上みのり／絵
　ウメといえば、おにぎりにか
かせない身近な食べ物梅干し。
でもウメについてどれだけ知っ
ていますか？歴史、育て方、加
工・利用法、おもしろい実験方
法などが満載。子どもから大人
まで楽しめるウメの絵本。

ウメ特集

₁月14日豊作を祈り「だんごならし」
　豊作を祈願する伝統行
事の「だんごならし」が
栗源公民館で行われまし
た。栗明学級のおばあ
ちゃんたちと、にこにこ
クラブ、乳幼児家庭教育
学級の親子約70人が参加
し、色とりどりのしんこ
餅を丸めながら話を弾ま
せ、世代を超えた楽しい
ひと時を過ごしました。

₁月17日わたしも絵本の主人公
　「語るべぇ栗源」の皆さ
んによる、絵本の読み聞
かせと大型紙芝居が栗源
公民館で行われました。
山姥から₃枚のお札と知
恵で逃げのびる小僧のお
話「たべられたやまんば」
の鬼気迫る語りの紙芝居
に、子どもたちはドキド
キハラハラしながら物語
の世界に引き込まれてい
ました。

₁月18日「幸福の贈り物」エッグアート
　卵の殻に、ビーズやス
トーンなどで装飾を施
し、繊細なカットを入れ
ていくエッグアートの師
範、吉野初江さん（鳥羽）
の作品展が、佐原三菱会
館で開催されました。吉
野さんは「誰にでも簡単
に作れますよ」と興味深
く観賞する来場者に声を
かけ、エッグアートの魅
力を説明していました。

楽で届ける交通安全
新島小に警察音楽隊がやってきた！音

　新島小学校芸術鑑賞会で千葉県警察音楽隊の演奏が、₁月28日に同
小学校で行われました。千葉県警察音楽隊は隊長以下33人の警察官で
編成され、県内の交通安全イベントや学校、福祉施設などで演奏活動
を行っています。お巡りさんが奏でる、間近で聴く迫力ある演奏に児
童たちは大喜び。演奏の合間には、防犯や交通安全のお話もあり、心
に響く音楽の素晴らしさと合わせて、交通ルールなども楽しく学ぶこ
とができました。音楽隊を見送る児童らは「また来てね－！」と名残
惜しそうに、いつまでも手を振っていました。この日は集団下校とな
り、地域住民で結成された新島小学校見守り隊が、お揃いのジャンパー
を着て、下校する児童の安全を見守りました。

▲ラテンのリズムで演奏された森のくまさんに、児童もノリノリ手拍子♪

▲城山一号墳出土環頭大刀


